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令和６年度のバター及び脱脂粉乳等の国家貿易による輸入枠数量の検証 

 

令和６年６月 

農 林 水 産 省 

 

１ バター及び脱脂粉乳等の国家貿易による輸入枠数量 

バターや脱脂粉乳等の輸入は、国内需給に影響を与えないよう、(独)農畜

産業振興機構を通じた国家貿易が基本。その輸入枠については、毎年１月に

翌年度全体の枠数量を示し、５月と９月を基本に増減の必要性を検証。 

令和６年度の輸入枠数量は、カレントアクセス数量（WTO において輸入機

会の提供を約束している最低数量）である生乳換算で 13.7 万トンとしてい

るところ。 

 

２ 直近の需給状況 

業務用を中心に堅調なバターの需要がある一方、脱脂粉乳とバターの需

要量に差がある状況が継続しており、脱脂粉乳の需要低迷・在庫増加がバタ

ー製造の重しとなっている。 

そうした中、昨年夏には猛暑等が重なり、令和５年度末のバターの在庫量

は前年よりも減少。令和６年度末のバターの在庫量は、業界の見通しでは、

令和５年度末並みとなっているものの、この見通しには昨年夏並みの猛暑

となる可能性は織り込まれていない。 
 

（参考）年度末のバター在庫量 

令和４年度末 2.9 万トン 

令和５年度末 2.4 万トン 

令和６年度末 2.5 万トン（業界見通し） 
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３ 輸入枠数量の検証 

先行きの不透明感は通常以上に在庫を積み増す動きを高めるため、本年

も猛暑となった場合でもバターの安定供給を維持できるよう、本年度のバ

ターの輸入予定数量約１万トンに加え、今回、以下のとおり、４千トンのバ

ターの輸入枠数量を追加で設定することとする。なお、バター４千トンは、

令和５年度に生乳生産の実績が計画を下回った分に相当。 
 

（令和６年度の輸入枠数量） 

  〔１月時点〕    〔６月時点〕  

脱脂粉乳 750 トン以内 → 750 トン以内  

ホエイ 4,500 トン以内 → 112 トン ※１ 

バターオイル 185 トン以内 → 137 トン ※２ 

バター 8,000～約 10,000 トン   → 14,000 トン台 ※３ 

合計 生乳 13.7 万トン  生乳 18.7 万トン  

※１ 本年６月 20 日をもって年度内入札終了 

※２ 本年５月 30 日をもって年度内入札終了 

※３ 今回追加する枠の他、脱脂粉乳の入札を続けても 750 トンの枠が消化されない場合には、 

バターに振り替えて入札を行う 

 

４ 追加設定分の入札スケジュール 

 ・追加設定分の入札は、７月中に３回に分けて（独）農畜産業振興機構  

（ＡＬＩＣ）が実施。 

 ・１回目、２回目の入札での不落分は、それぞれ２回目、３回目に繰り越し、

３回目の入札での不落分は、８月以降の通常分の入札に繰り越す。 

 ・７月中に入札に付される追加設定分のＡＬＩＣへの受渡期限は、入札から

概ね４ヶ月後 

 ・詳細については、後日、ＡＬＩＣが入札公告にて公表 
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